
キリスト教委員会のHP(http://rakuno-ce.org)にアクセスして事前に聖書や讃美歌の確認をしましょう。 
と訳されている ἐµπορεύοµαι（エンポレウオマイ）は「貿易商」や「大商人」

を意味する ἔµπορος（エンポロス）の派生語ですので、ヤコブ書が批判して

いるのは、１年単位で町に滞在して、船舶を使って地中海世界を縦横無尽

に行き交って貿易等を行なっていた富裕層にほかなりません。ヤコブ書が

ここまで徹底的に富を否定しているのは、「金もうけをする」と訳されて

いる κερδαίνω（ケルダイノー）が「利益を追求する」という意味であるこ

とに示されています。つまり、ヤコブ書は富める者が自己の利益のみを追

い求めて他者を省みることのない生き方をしていることを問題視してい

るのです。そして、このような批判の背後には、いくら富を蓄えてこの世

で繁栄しようとも、人は自分の明日のことすら定かではなく、この世の生

涯は「やがて消えて行く霧」にしか過ぎないとする宗教観・人生観がある

のです。このように人の生涯は儚い束の間のものでしかないとしても、「ヤ

コブの条件」として知られる「主の御心であれば」という謙遜な思いをも

って、自らの生涯を「善」を行なうことに傾注するようにとヤコブ書は勧

めています。このような徹底した富（マモン）に対する批判は、富める者

が優遇され、貧しい者が虐げられている現代の格差社会をも射抜くものだ

と言えます。何のための富なのか、何のために働くのか、目的を見失って

いるのは古代世界も現代世界も同じかもしれません。いみじくも、コロナ

によって、わたしたちは明日の命さえも不確かであることを実感させられ

ています。儚い束の間の生涯だからと自己の利益のみを追求する生き方を

するのではなく、儚い束の間の生涯であるからこそ、他者のため、そして

次世代のために、なすべき「善」を行いたいのです。酪農学園大学が自ら

のなすべき「善」である「使命のために」歩み続けることを願います。 
 

【2020 年度の感謝】 
 本日の大学礼拝が 2020 年度の最終礼拝となります。2020 年度はリモー

ト形式（動画の配信）で礼拝を行わざるを得ませんでしたが、普段の礼拝

の時間には出席できない学生や教職員から感想を伝えていただいたりす

ることもあり、とても励みになりました。また、動画の音声や画質等につ

いても、色々と助言をしていただきました。本学の大学礼拝、キリスト教

教育、キリスト教主義が多くの方々に支えられ、担われていることを実感

する一年間でした。この場を借りて、みなさんにお礼申し上げます。 
 
【次回の礼拝（動画の配信）】2021 年 4月 13 日（火）10 時 40 分 

2021年度前学期の大学礼拝は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観

から、リモート形式（動画の配信）で行う予定です。 

【大学礼拝週報】2020 年度 第 15 号（後学期第 15 号） 

2021 年 1 月 26 日（火）午前 10 時 40 分 

リモート礼拝（酪農学園大学 黒澤記念講堂） 

《大 学 礼 拝》 
 
前  奏 

 

聖  書  ヤコブの手紙 4章 13−17節 

 

奨  励  「使命のために」 

小林昭博（宗教主任） 

祈 り 

 

報  告 

 

後  奏 

 
【本日の聖書】ヤコブの手紙 4章 13−17節 
 13よく聞きなさい。「今日か明日、これこれの町へ行って一年間滞在し、

商売をして金もうけをしよう」と言う人たち、14あなたがたには自分の命

がどうなるか、明日のことは分からないのです。あなたがたは、わずかの

間現れて、やがて消えて行く霧にすぎません。15むしろ、あなたがたは、

「主の御心であれば、生き永らえて、あのことやこのことをしよう」と言

うべきです。16ところが、実際は、誇り高ぶっています。そのような誇り

はすべて、悪いことです。17人がなすべき善を知りながら、それを行わな

いのは、その人にとって罪です。 
 
【メッセージ】「使命のために」 
 本日の聖書テクストは富める者を厳しく批判しています。「商売をする」 

 


